
昨
今
の
国
際
社
会
を
取
り
巻
く
状
況
を
見
渡
す
と
、

経
済
格
差
に
加
え
、
地
政
学
的
リ
ス
ク
の
高
ま
り
、

気
候
変
動
、
感
染
症
、
人
道
上
の
問
題
な
ど
、
様
々

な
課
題
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

背
景
の
も
と
、
２
０
２
３
年
６
月
に
改
定
さ
れ
た

「
開
発
協
力
大
綱
」
で
は
、
わ
が
国
の
開
発
協
力
が

果
た
す
役
割
は
格
別
の
重
要
性
を
有
す
る
と
さ
れ
て

お
り
、
国
際
社
会
の
一
員
で
あ
る
企
業
と
し
て
も
、

わ
が
国
政
府
と
密
に
連
携
し
な
が
ら
開
発
協
力
に
貢

献
し
、
社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
当
社
が
参
画
し
た
開
発
協
力
の
一
部

を
紹
介
し
た
う
え
で
、
日
本
の
建
設
会
社
と
し
て
開

発
協
力
に
取
り
組
む
意
義
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

大
成
建
設
の
開
発
協
力
へ
の
貢
献

当
社
と
政
府
開
発
援
助（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）の
歴
史
は
長
く
、

チ
ラ
タ
水
力
発
電
所（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
１
９
８
８

年
完
成
）を
皮
切
り
に
、
東
南
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
、

中
東
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
多
数
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
案
件
を
施

工
し
て
き
た
。

バ
ン
コ
ク
産
業
環
状
道
路

プ
ミ
ポ
ン
橋
１
、
２（
タ
イ
、
２
０
０
６
年
完
成
）

バ
ン
コ
ク
首
都
圏
を
流
れ
る
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
に

は
、
既
存
の
ラ
マ
９
世
橋
か
ら
下
流
に
横
断
橋
梁
が

な
く
、
両
岸
を
結
ぶ
交
通
は
フ
ェ
リ
ー
だ
け
で
、
交

通
渋
滞
の
た
め
物
流
の
運
搬
効
率
が
低
下
し
て
い
た
。

そ
こ
で
わ
が
国
は
、
有
償
資
金
協
力
を
通
じ
た
横
断

橋
の
建
設
や
旧
線
路
敷
道
路
で
あ
る
バ
ン
コ
ク
外
郭

環
状
道
路
に
つ
な
が
る
道
路
の
整
備
等
に
取
り
組
み
、

そ
の
う
ち
２
カ
所
の
斜し

ゃ

張ち
ょ
う

橋き
ょ
う

◆
（
注
１
）
を
含
む
橋
梁
を
当
社

が
施
工
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
０
０
６
年

に
竣
工
し
、
タ
イ
の
第
９
代
国
王
の
名
が
冠
さ
れ
る

と
と
も
に
、
交
通
渋
滞
の
解
消
、
物
流
効
率
性
の
向

上
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
寄
与
し
た
。

東
西
道
路
改
修
事
業
国
道
70
号
線

（
パ
キ
ス
タ
ン
、
２
０
１
９
年
完
成
）

パ
キ
ス
タ
ン
の
山
岳
地
帯
に
お
け
る
数
少
な
い
幹

線
道
路
で
あ
る
国
道
70
号
線
は
、
国
土
の
東
西
を
つ

な
ぐ
基
幹
ル
ー
ト
で
あ
る
も
の
の
、
つ
づ
ら
折
り
の

隘あ
い

路ろ

が
続
き
、
落
石
や
土
砂
崩
れ
が
多
発
し
て
交
通

の
支
障
と
な
っ
て
い
た
。
わ
が
国
の
有
償
資
金
協
力

で
改
修
を
実
施
し
、
当
社
は
高
低
差
６
０
０
㍍
の
山

間
部
で
、
全
長
11
・
５
㌔
の
道
路
の
整
備
を
行
っ
た
。

急
峻
な
隘
路
で
は
、
既
存
道
路
と
並
行
す
る
「
鋼こ

う

製せ
い

床し
ょ
う
ば
ん
か
く
ふ
く
き
ょ
う
り
ょ
う

版
拡
幅
橋
梁
◆
（
注
２
）
」
を
採
用
す
る
な
ど
し
て
、
一

般
車
両
の
通
行
を
妨
げ
ず
に
施
工
し
た
。
ま
た
、
落

石
防
護
壁
を
構
築
し
て
自
然
災
害
に
対
す
る
強
靭
化

に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
最
小
半
径
30
㍍
の
４
径け

い

間か
ん

連れ
ん
ぞ
く
こ
う
は
こ
げ
た
き
ょ
う
り
ょ
う

続
鋼
箱
桁
橋
梁
◆
（
注
３
）
を
は
じ
め
11
の
橋
梁
を
整
備
し
、

輸
送
力
強
化
を
実
現
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
第
５
回

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
国
際
賞（
建
設

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
門
）最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

ボ
ル
グ
・
エ
ル
・
ア
ラ
ブ
国
際
空
港
拡
張

（
エ
ジ
プ
ト
、
現
在
施
工
中
）

エ
ジ
プ
ト
第
二
の
都
市
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
近

郊
に
位
置
す
る
同
空
港
は
、
需
要
超
過
に
よ
り
サ
ー

ビ
ス
レ
ベ
ル
の
低
下
や
運
用
の
制
約
が
生
じ
て
お
り
、

旅
客
対
応
能
力
の
強
化
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
わ
が
国
は
、
有
償
資
金
協
力
を
通
じ
、
同
国

の
主
要
な
外
貨
獲
得
源
で
あ
る
観
光
業
の
発
展
や
海

開
発
協
力
推
進
委
員
会
政
策
部
会
長
／
大
成
建
設
取
締
役
専
務
執
行
役
員
土
木
営
業
本
部
長

木きむら
村
普ひろし

建
設
会
社
に
お
け
る
開
発
協
力
へ
の
貢
献

─
大
成
建
設
の
取
り
組
み
と「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
」の
海
外
展
開
に
向
け
て

（注１）斜張橋：塔から斜めに張り渡したケーブルにより主桁を吊り支える構造の橋梁
（注２）鋼製床版拡幅橋梁：既存の床版（荷重を支える床面）に鋼製の床版を連結して拡幅する橋梁。盛土による道路拡幅ができない箇所に適用
（注３）４径間連続鋼箱桁橋梁：一つの連続した箱型の鋼製桁で、四つの径間（橋脚と橋脚の間）を渡す橋梁。半径が小さい曲線部に適用 42
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外
へ
働
き
に
出
る
労
働
者
を
支
え
る
航
空
需
要
へ
の

対
応
に
協
力
す
べ
く
、
新
し
い
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

建
設
や
、
周
辺
関
連
設
備
の
拡
張
・
整
備
を
支
援
し

て
い
る
。
当
社
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
と
エ
プ
ロ
ン

の
新
設
等
を
鋭
意
施
工
し
て
い
る
。
完
成
の
暁
に
は
、

国
際
輸
送
に
お
け
る
利
便
性
と
安
全
性
の
向
上
に
加

え
、
同
空
港
が
位
置
す
る
ナ
イ
ル
デ
ル
タ
地
域
の
振

興
に
も
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
。

日
本
の
建
設
会
社
と
し
て

建
設
業
の
特
徴
は
、「
労
働
集
約
型
」「
一
品
受
注

生
産
」「
現
地
屋
外
生
産
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

製
造
業
の
よ
う
に
工
場
な
ど
の
固
定
的
な
生
産
設
備

は
持
た
ず
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
れ
ば
現
地

に
仮
設
の
事
業
所
を
設
け
、
労
働
力
や
建
設
資
材
も

現
地
で
調
達
し
、
工
事
完
了
と
と
も
に
解
散
す
る
な

ど
、
元
来
は
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
産
業
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
現
地
の
法
制
度
や
調
達
網
に
精
通
し
て
い

る
ロ
ー
カ
ル
企
業
や
、
安
価
で
豊
富
な
労
働
力
を
得

ら
れ
る
新
興
国
企
業
の
方
が
優
位
に
立
ち
や
す
い
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
日
本
の
建
設
会
社
が
海
外
に
進

出
し
、
開
発
協
力
案
件
に
取
り
組
む
意
義
と
は
何
で

あ
ろ
う
か
。

右
で
紹
介
し
た
よ
う
な
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
お
い
て
は
、
巨
額
の
建
設
資
金
と
長
い
工
期
を
要

す
る
ほ
か
、
完
成
後
の
供
用
期
間
も
長
期
に
わ
た
る
。

経
済
、
社
会
、
環
境
等
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
極
め
て

大
き
い
こ
と
か
ら
、
相
手
国
の
持
続
可
能
な
成
長
に

貢
献
す
る
た
め
に
は
、「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
」
で

あ
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
品
質
・
コ

ス
ト
・
工
期
・
安
全
・
環
境
配
慮
等
へ
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
の
経
済
性
や
、
自
然
災
害
等
に

対
す
る
強
靭
性
、
人
材
育
成
等
を
含
め
た
、
多
面
的

な
要
素
が
重
要
と
な
る
。

こ
れ
ら
は
ま
さ
に
、
わ
が
国
の
建
設
会
社
が
強
み

と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
各
社
が
武
器
と
す
る
総
合

的
な
技
術
力
を
発
揮
し
な
が
ら
開
発
協
力
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
相
手
国
の
真
に
持
続
可
能
な
成
長
、
ひ

い
て
は
わ
が
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
に
貢
献
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

こ
れ
か
ら
の
開
発
協
力
の
ニ
ー
ズ

昨
今
、
開
発
協
力
の
相
手
国
に
お
い
て
も
、
経

済
・
社
会
の
発
展
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
課
題
へ
の

対
応
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、

建
設
会
社
に
対
し
て
も
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
登
場
し

て
き
て
い
る
。

建
設
会
社
は
「
請
負
業
」
で
あ
り
、
従
来
は
「
言

わ
れ
た
も
の
を
作
っ
て
終
わ
り
」
と
い
う
売
り
切
り

型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
側
面
が
強
か
っ
た
。
し
か

し
今
後
は
、
提
案
や
計
画
と
い
っ
た
案
件
の
川
上
段

階
か
ら
、
Ｏ
＆
Ｍ
（
注
４
）、
あ
る
い
は
老
朽
化
対
策
ま
で
を

含
め
た
、
イ
ン
フ
ラ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
に
わ

た
る
継
続
的
な
関
与
が
求
め
ら
れ
て
く
る
。

加
え
て
、
相
手
国
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
の
実
現

に
向
け
て
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
や
、
各
種
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
注
５
）を
は
じ

め
と
し
た
省
エ
ネ
・
脱
炭
素
技
術
に
関
す
る
ニ
ー
ズ

も
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
ら
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
日
本
の
建

設
会
社
が
持
つ
総
合
的
な
技
術
力
を
活
か
す
余
地
は

大
き
く
あ
る
と
考
え
る
。
相
手
国
の
社
会
課
題
の
解

決
に
資
す
る
「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
」
の
展
開
を
通

じ
て
、
開
発
協
力
に
貢
献
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

ま
た
私
は
、
２
０
２
３
年
４
月
に
開
発
協
力
推
進

委
員
会
の
政
策
部
会
長
を
拝
命
し
た
。
わ
が
国
の
イ

ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
海
外
展
開
の
推
進
に
産
業
界
の

立
場
か
ら
貢
献
す
べ
く
、
微
力
な
が
ら
尽
力
す
る
所

存
で
あ
る
。

（注４）O&M：Operation & Maintenance（運用・維持管理）
（注５）ZEB：net Zero Energy Building（年間の一次エネル
ギー消費量の収支をゼロとすることを目指した建築物）

バンコク産業環状道路プミポン橋１、２
（タイ）

国道70号線
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